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市
で
は
、
24
時
間
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
各
自
治
会
を
通
し
て
、
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
廃
棄
物
や
資
源
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
量
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昨
年
度
に
続
き
、

平
成
18
年
度
、
19
年
度
、
20
年
度
の
排
出
量
等
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
数
字
を
み
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

廃
棄
物
の
排
出
量

　

廃
棄
物
排
出
量
の
経
年
変
化
を
見
る
と
、
可

燃
物
は
年
々
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
ま
す
。
減

少
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、
従
来
ま
で
燃
え

る
ご
み
と
し
て
扱
っ
て
き
た
「
そ
の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
を
平
成
18
年
４
月
か
ら
、「
ミ
ッ
ク

ス
紙
」
を
平
成
19
年
４
月
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
と
し
て
分
別
収
集
し
た
こ
と
が
可
燃
物
の
減

量
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

収
集
袋
に
入
っ
た
燃
え
る
ご
み
や
可
燃
粗
大

ご
み
の
収
集
量
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
焼
却

処
理
し
た
場
合
に
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
の
削
減
に
繋
が
り
、
地
球
環
境
を
守
る

上
で
最
大
の
課
題
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
の
削
減
に
非
常
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

燃えるゴミの量は分別収集が進み、集積所に集められる袋の数も減っ
てきました

特　集
環境に

目を向けよう

ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
に

ご
み
は
、
ど
の
く
ら
い

出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
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有
価
物
と
は

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
及
び
資
源
物
は
総
称
し
て
有

価
物
と
い
わ
れ
て
お
り
、
市
で
は
各
自
治
会
の

収
集
量
に
応
じ
て
、
環
境
関
連
の
事
業
に
使
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
自
治
会
へ
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

資
源
物

　

資
源
物
の
収
集
量
は
、
全
体
と
し
て
増
加
傾

向
に
あ
り
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
分
別
収
集
を

開
始
し
た
ミ
ッ
ク
ス
紙
に
つ
い
て
も
、
分
別
収

集
品
目
と
し
て
理
解
さ
れ
収
集
量
が
増
加
し
、

平
成
20
年
度
末
の
収
集
量
は
市
内
全
域
で
約
60

ｔ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
物

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
と
言
わ
れ
て
い
る
品
目
の

内
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
物
と
し
て
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
容
器
素
材
の
転
換
が
進
み
、
ま
す
ま

す
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
頻
度
が
増
加
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
市
内
の
全
て
の
地
区
で
分

別
収
集
が
始
ま
っ
た
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

は
、
平
成
19
年
度
に
は
前
年
の
ほ
ぼ
倍
近
い
収

集
量
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
容
器
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
わ
れ

て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
今
後
も
収
集
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
様
々
な
容

器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
付
着
物
を

除
去
す
る
な
ど
の
手
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

有
　
価
　
物

資
　
源
　
物

18年度 19年度 20年度

ダンボール 137.77 166.92 188.61

紙パック 3.58 6.44 7.40

新聞紙 377.02 396.85 380.35

雑誌 493.17 549.22 532.09

ミックス紙 18.87 46.11 59.49

生ごみ
（豊富地区のみ） 61.35 62.55 61.54
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廃
棄
物

18 年度 19 年度 20 年度

可燃物 6,658.91 6,476.54 6,073.66

不燃物 445.71 449.42 403.71

粗大ごみ 530.67 395.07 340.77

有
　
価
　
物

リ
サ
イ
ク
ル
物

18年度 19年度 20年度

スチール缶 28.20 30.04 28.72

アルミ缶 19.55 20.21 21.50

無色ビン 29.82 32.75 39.37

茶色ビン 32.46 29.83 37.84

その他ビン 9.91 12.36 13.17

ペットボトル 31.60 38.90 44.23

その他プラ 28.08 49.44 57.64

リサイクル物の分別収集量（単位：トン）

資源物の分別収集量（単位：トン）

廃棄物の排出量（単位：トン） 経年変化

ゴ
ミ
を
分
別

　
　

資
源
と
し
て
再
利
用
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・
装
置
に
可
動
部
分
が
無
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど

　

で
、
機
械
的
に
保
守
が
少
な
い
。

・
他
の
電
力
施
設
と
比
較
し
て
、
小
規
模
で
も

　

効
率
が
低
下
し
な
い
。 

・
構
成
材
料
の
大
部
分
が
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
。 

欠
点
・
課
題

・
発
電
電
力
量
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
他
の
発
電

　

方
法
に
比
べ
て
２
～
３
倍
と
割
高
。

・
発
電
電
力
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る
（
曇
天
・

　

雨
天
時
、
パ
ネ
ル
に
積
雪
し
た
場
合
は
発
電

　

量
が
低
下
す
る
）。

・
夜
間
は
発
電
で
き
ず
、
蓄
電
性
も
な
い
。

・
太
陽
光
利
用
の
た
め
、
設
置
面
積
当
た
り
の

　

発
電
電
力
量
が
既
存
の
発
電
方
式
に
比
べ
て

　

低
い
。

 

太
陽
の
ち
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

今
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
「
中
央
市
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」。
こ
の
中
で
の
取
り

組
み
の
一
つ
「
太
陽
の
ち
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
の
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

 

太
陽
光
発
電

　

太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
太
陽
の
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気
に
変
換
す
る
シ
ス
テ

ム
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
支
え
る
自
家
発
電

と
し
て
も
っ
と
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

太
陽
の
光
と
い
う
無
尽
蔵
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
太
陽
光
発
電
は
、
年
々
深
刻
化
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
問
題
の
有
力
な
解
決
策
の
一

つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特

長
で
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
ず
、
騒
音
も

な
く
、
排
気
ガ
ス
も
排
出
し
な
い
環
境
に
や
さ

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

利
点
・
特
徴

・
太
陽
光
を
利
用
す
る
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

で
あ
り
、
化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い
。

・
発
電
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
し
な
い
。

・
建
築
物
の
屋
根
・
壁
面
に
も
設
置
で
き
る
た

　

め
、
土
地
を
占
有
し
な
い
。

・
分
散
型
電
源
の
た
め
、
災
害
な
ど
で
の
影
響
範

　

囲
が
少
な
く
、
非
常
用
の
電
源
と
な
り
う
る
。

　私たちを取り巻く環境は、世界的な経済活動や人口
増加にともなうエネルギーの大量消費による影響を
受け、地球温暖化の進行という深刻な状況に置かれて
います。2005年の京都議定書の発行では、世界的な
取り組みとして地球温暖化防止に向けた国ごとのＣ
Ｏ２の削減目標を定め、わが国でも積極的な対策を講
じています。
　このような状況のもと、持続可能な社会を目指し
て、バイオマス、風力、水力、太陽光などの再生可能な
自然エネルギーを有効活用し、ＣＯ２の排出量を削減
する取り組みが始まっています。
自然エネルギーの活用は地球温暖化防止に役立つだ
けでなく、地域の環境教育にも貢献できるメリットが
あると考えます。また、わが国では現在のところエネル
ギー自給率が著しく低く、将来的な化石燃料の枯渇を
考えると、エネルギーを大量に消費する社会構造の転
換や新エネルギーの活用が求められています。
　これらの地球規模の問題に対して、国の施策に頼る
だけでなく、身近なところからの取り組みが重要とな
ります。地域としての役割を十分認識し、自己責任によ
る自助努力の規範として、自治体の率先した新エネル
ギー導入への取り組みが求められています。
　本市は平成１８年２月に３町村が合併して中央市と
なり、市の将来像「実り豊かな生活文化都市」のキャッ
チフレーズのもと、新しいまちづくりを行っています。

「第１次中央市長期総合計画」の中では、快適で環境に
配慮した社会の実現を目指して、「新エネルギーの活
用策の検討」および「バイオマスエネルギーの活用の
検討」を位置づけています。これらの上位計画との整
合性を踏まえ、「中央市地域新エネルギービジョン」
を策定することにより、地域の特性に合った新エネル
ギー導入の具体的方向性を明示し、資源循環型社会の
構築を目指します。

地球にやさしい生活文化都市
～太陽と水と緑の恵みを活かして～

　｢ 中央市地域
　　新エネルギービジョン ｣

化
石
燃
料
に
替
わ
る

　
　

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

ご
み
を
処
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
地
球
資
源
の
化
石
燃
料
で
あ
る

石
油
は
、
埋
蔵
量
が
近
い
将
来
に
枯
渇

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
限
有
効
に
使

う
こ
と
と
同
時
に
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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平成21年度
中央市住宅用太陽光発電システム設置補助事業のご案内

　中央市では、環境負荷の少ない循環型社会の実現に向け、自然エネルギ－の有効活用を促進するため、一般住
宅に太陽光発電システム（以下「システム」という。）を設置する方へ補助金を交付します。

１補助対象者
　①個人が自ら居住（住宅の新築及び購入を含む。）する市内の住宅（総床面積の 50 パーセント以上を住居が占
　　める店舗等の併用住宅を含む。）にシステムを設置する者で市税等を完納しており、システムの設置完了時に
　　住民基本台帳法に規定する本市の住民票に記載されている者又は、外国人登録法に規定する外国人登録原票
　　に登録されている者（住宅の新築及び購入により、市内に転入を予定している者を含む）であること。
　②補助金の交付対象者は平成２１年１０月１日以降に電力会社とシステムの系統連係を開始した者であること。

２補助金額
　①補助金の額は、システムを構成する太陽電池モジュールの最大出力値（単位はキロワットとし、小数点以下
　　第３位を四捨五入する。）に５万円を乗じて得た額とする。ただし、当該補助金の額は１７万５，０００円を
　　上限とする。
　②前項に規定する額に千円未満の端数が生じた場合は、その端数を切捨てるものとする。
　③補助金の交付は、対象システムの導入につき、１世帯について１回限りとする。

　　例：設置する太陽光電池最大出力が 3.211 キロワットの場合
　　3.21（小数点以下２桁未満切捨て）× 50,000 円＝ 160,500 円（1,000 円未満切捨て）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ 160,000 円（補助金交付額）

３補助交付予定件数
　①２０件程度（予約受付順）

４補助金の予約申請
　①補助金の予約申請は、工事着工前に必ず提出してください。
　②太陽光発電システムの工事は、補助金の予約受付通知書の交付を受けてから着工してください。

５補助金の交付申請書（兼設置完了報告書）の受付期間
　①平成２１年１０月１日から平成２２年３月１０日まで。
　②補助金の予算枠を超える場合は、その時点で当該年度の交付申請を
　　締め切ります。

６住宅用太陽光発電システムのデ－タ提供の協力について
　①中央市の補助金を受けてシステム設置した方は、売電量及び
　　買電量のデ－タの提供、その他のご協力をお願いします。

➡お問い合わせ・お申し込み
　〒 409-3893　山梨県中央市成島２２６６番地
　　　　　　　　中央市役所　市民部　環境課　環境保全担当
　　　　　　　　☎２７４ー８５４３

 
市
の
取
り
組
み

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
太
陽
光
発
電
に
関
す

る
取
り
組
み
は
、「
市
民
・
事
業
者
の
太
陽
光

発
電
導
入
と
そ
の
サ
ポ
ー
ト
」「
公
共
施
設
へ

の
太
陽
光
発
電
の
導
入
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
で
は
今
年
度
、
市
内
小
学

校
に
太
陽
光
発
電
を
導
入
し
普
及
啓
発
と
と
も

に
、
環
境
教
育
教
材
と
し
て
の
活
用
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
太
陽
光
発
電
を

導
入
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
補
助
金
制

度
を
設
け
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
は
枯
渇
す
る
化
石
燃
料
に
依
存

し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
地
球
の
温
暖
化

防
止
に
貢
献
し
ま
す
。

玉穂総合会館屋上に設置された太陽光発電パネル
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中
央
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

「
グ
リ
ー
ン
中
央
」
活
動
し
て
い
ま
す

　

21
世
紀
を
迎
え
て
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
よ

り
便
利
で
快
適
な
生
活
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
を
求
め
て

「
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
」
の
社

会
経
済
活
動
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球

環
境
へ
の
負
荷
が
大
き
く
な
り
、
様
々
な
環
境

問
題
が
露
呈
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
発
生
し
た
、
か
つ
て
の

公
害
問
題
な
ど
は
、
個
別
の
規
制
や
対
策
に

よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近

の
地
球
温
暖
化
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
地
球
環
境

問
題
は
、
従
来
型
の
方
法
で
は
解
決
が
困
難
で

あ
り
、
各
国
・
各
地
域
の
連
携
し
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
本
市
で
は
、
私
た
ち

の
身
近
な
自
然
、
生
活
環
境
ば
か
り
で
な
く
、

地
球
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
基
本
理
念
を
盛

り
込
ん
だ
「
中
央
市
環
境
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
平
成
18
年
２
月
20
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま

す
。 

　

ま
た
、
最
近
は
、
個
々
の
環
境
問
題
も
個
別

に
対
応
す
る
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
総
合
的
に
捉
え
、

計
画
的
に
問
題
解
決
を
し
て
い
く
た
め
の
環
境

施
策
の
総
合
的
な
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
「
中
央
市
環
境
基

本
条
例
」
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
環

境
の
保
全
に
関
す
る
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
中
央
は
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政

が
協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

5月22日、太陽光発電所ネットワーク事務局長 都筑先生（写
真中央）などを招き新エネルギーセミナーを開きました。
6月13日、田富北保育園で園児と保護者を対象に開いた
環境教室。太陽光を使って発電（写真左）

参
加
を
待
っ
て
る
よ
！

　

稲
穂
ま
つ
り
（
11
／
３
）
で
親
子
太

陽
電
池
工
作
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
。
親
子

で
電
池
を
作
っ
て
、
そ
の
可
能
性
と
し

く
み
を
探
ろ
う
。

※
詳
し
く
は
、
11
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い

４
月
29
日
、
れ
ん
げ
ま
つ
り
の
環
境
コ
ー
ナ
ー

に
、自
転
車
型
の
人
力
発
電
機
を
展
示（
写
真
左
）

中央市環境基本条例の基本理念
第３条 良好な環境の保全及び創造は、すべて
の市民が健康で文化的な生活を営むことので
きる良好な環境を確保し、これを将来の世代
へ継承していくことを目的として行わなけれ
ばならない。
２ 良好な環境の保全及び創造は、日常生活及
び事業活動において、自主的かつ積極的に行
わなければならない。
３ 良好な環境の保全及び創造は、環境への負
荷の少ない持続的発展が可能な社会を構築す
ることを目的として行わなければならない。

快
適
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

生
活
文
化
都
市
を
目
指
し
て

中央市環境基本計画
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「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
指
定
引

き
取
り
場
所
の
変
更
に
つ
い
て

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
５
品
目
（
テ

レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）
の
引
取
り
場
所
が
、
10
月
か
ら
変
更

に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
変
更
日
時　
10
月
１
日
（
木
）

Ｂ
グ
ル
ー
プ

　
（
三
洋
、
シ
ャ
ー
プ
、
ソ
ニ
ー
、
日
立
、
三
菱
、

　

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
、
ア
イ
ワ
、
船
井
他
の
製
品
）

■
現
在
の
引
き
取
り
場
所

名
称　

日
通
山
梨
運
送
（
株
）
昭
和
取
扱
所

住
所　

中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
居
字
大
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
７
の
１

電
話
番
号　

２
７
５
ー
０
２
０
２

Ｆ 

Ａ 

Ｘ　

２
７
５
ー
９
２
２
９

■
変
更
後
の
引
き
取
り
場
所

名
称　

日
通
山
梨
運
送
（
株
）　

国
母
取
扱
所

住
所　

中
央
市
中
楯
７
６
９

電
話
番
号　

２
７
４
ー
８
２
１
１

Ｆ 

Ａ 

Ｘ　

２
７
４
ー
８
２
１
２

す
る
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

　

環
境
問
題
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
は
、個

人
個
々
の
環
境
へ
の
無
関
心
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。個
人
に
つ
い
て
は
、多
種
多
様
な
考
え
方

や
生
活
様
式
が
あ
る
た
め
一
律
な
対
策
を
と
る

の
が
難
し
く
、罰
則
を
定
め
る
の
も
容
易
で
は

な
い
た
め
、一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
や
行
動
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、国
や
自
治
体
の
施
策
、計
画
を

実
行
し
て
い
く
の
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
で
す
。

　

ご
み
の
分
別
収
集
を
進
め
可
燃
ご
み
を
減
ら

す
、再
生
可
能
な
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な

ど
の
活
動
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
自

然
環
境
保
護
の
、も
っ
と
も
身
近
で
重
要
な
取
り

組
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
そ
れ
が
枯
渇
す
る
化
石
燃
料
の
消
費

を
減
少
さ
せ
、そ
れ
に
変
わ
る
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
検
討
し
活
用
し
て
い
く
社
会
全
体
で
の

取
り
組
み
が
、Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
地
球
全
体
の

環
境
保
護
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

い
つ
も
は「
環
境
課
か
ら
」と
し
て
お
届
け
し

 

始めに燃料をポリタンク入れてから車に給油。乗り心地は普
通のディーゼル車と変わりません

燃
料
保
管
庫
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
。
ド
ラ
ム
缶

の
ハ
ン
ド
ル
を
一
回
転
回
す
と
１
リ
ッ
ト
ル
入
る

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は

な
ん
で
し
ょ
う

 

て
い
る
情
報
を
、今
月
は
少
し
拡
大
し
て
特
集

を
組
ん
で
み
ま
し
た
。「
環
境
課
か
ら
」は
、地

球
マ
ー
ク
が
目
印
で
す
。今
後
も
、身
近
な
環
境

情
報
を「
環
境
課
か
ら
」の
コ
ー
ナ
ー
で
伝
え
て

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
は
、
廃
食
油

や
賞
味
期
限
切
れ
の
天
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て

精
製
し
た
も
の
で
、
環
境
等
に
配
慮
し
た
地

球
に
や
さ
し
い
燃
料
で
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
室
な
ど
か
ら
回

収
し
た
廃
食
油
も
、
精
製
し
て
一
部
燃
料
と

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
特
徴
は
、「
地

域
温
暖
化
防
止
活
動
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素

天
ぷ
ら
廃
油
が
活
躍

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

の
排
出
を
抑
制
で
き
る
」「
植
物
性
の
廃
食

油
を
使
う
の
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
で
き
、

地
域
循
環
型
の
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
」
な
ど
で
す
。

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
利
用
は
、
自

治
体
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
、
中
央
市
で
も
給
食
配
送
車
と
田
富
庁

舎
の
公
用
車
２
台
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
車
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
発
達
障
が
い
者
（
児
）
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
障
が
い
者

（
児
）
本
人
や
保
護
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
発
達

障
が
い
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、
支
援
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
彼
ら
が
円
滑
に
社
会
生
活
が
営
め

る
よ
う
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
労

働
等
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
障
が
い
者
（
児
）

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
、
個
別
の
支
援

計
画
に
基
づ
い
た
支
援
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
支
援
体
制
を
築
き
ま
し
た
。

　　

一
般
に
、
発
達
障
が
い
は
、
他
の
障
が
い
に

く
ら
べ
正
確
な
理
解
が
浸
透
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、幼
児
期
か
ら
就
学
期
、

そ
し
て
就
労
へ
と
一
貫
し
た
支
援
体
制
づ
く
り

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
、
早
期
の
発
達
支

援
の
必
要
性
を
重
要
視
し
、
保
育
・
教
育
現
場

で
の
様
々
な
発
達
障
が
い
に
関
わ
る
課
題
に
つ

い
て
相
談
支
援
を
行
う
た
め
、
市
で
は
発
達
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
支
援
体
制
整
備
の
一

環
に
位
置
づ
け
、
相
談
や
訪
問
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

発
達
が
い
害
支
援
に
つ
い
て
、
ま
ず
庁
舎
内

の
関
係
分
野
の
連
携
の
強
化
を
図
る
た
め
、
発

達
障
が
い
支
援
検
討
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
福
祉
課
、

子
育
て
支
援
課
、
健
康
推
進
課
、
教
育
委
員
会

等
が
市
内
の
小
・
中
学
校
や
保
育
園
と
連
携
し

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
個
々
の

発
達
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
た
個
別
の
支
援
を

行
い
な
が
ら
、
障
が
い
児
や
そ
の
家
族
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

紹
介
し
ま
す

■
中
央
市
発
達
障
が
い
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

三み

を尾　

馨
か
お
る　

さ
ん 

（
旧
姓 

高
見
澤
）

　

三
尾
さ
ん
は
、市
内
の
保
育
園
や
小
・

中
学
校
を
定
期
的
に
巡
回
し
て
い
ま

す
。９
月
４
日
、市
内
保
育
園
を
訪
問
し

た
三
尾
さ
ん
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

園
で
は
、ま
ず
保
健
師
や
現
場
の
保
育

士
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
の
所
見

に
目
を
通
し
ま
す
。支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
の
様
子
が
保
育
士
に
よ
っ

て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。以
前
か
ら
関
わ
っ

て
い
る
子
、初
め
て
の
子
も
い
ま
す
。

　

保
育
士
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、集
団

の
中
で
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を

取
っ
て
い
る
か
、こ
の
子
の
ニ
ー
ズ
は

何
か
、時
々
話
し
か
け
た
り
し
な
が
ら
、

じ
っ
と
観
察
を
続
け
ま
す
。

　

今
日
、保
育
士
か
ら
相
談
を
受
け
た

の
は
、み
ん
な
と
同
じ
行
動
が
で
き
な

い
Ａ
く
ん
。外
で
の
活
動
が
終
わ
っ
て

も
、絵
本
や
お
絵
か
き
に
興
味
を
持
て

ず
、何
度
呼
ん
で
も
室
内
に
入
ろ
う
と

し
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
Ａ
く
ん
の
気
持
ち
を
保
育
室

に
向
け
る
た
め「
少
々
手
荒
だ
け
ど
ね
。

時
に
は
こ
ん
な
こ
と
も
し
て
み
て
は
。」

と
Ａ
く
ん
の
足
を
掴
ん
で
体
を
逆
さ
に

す
る
と
、な
ん
と
Ａ
く
ん
は
大
喜
び
。目

が
輝
き
出
し
、心
が
三
尾
さ
ん
に
向
い

た
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

関
わ
り
方
を
聞
い
た
保
育
士
は
、今

日
の
様
子
や
助
言
を
所
見
に
記
し
、そ

れ
が
交
互
に
書
か
れ
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
広
く
認

識
、理
解
さ
れ
始
め
た「
発
達
障
が
い
」。

所
見
の
中
に
は
、早
期
に
保
育
士
が
適

切
な
支
援
を
す
る
こ
と
で
、改
善
し
て

い
く
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
保
育
士
の
言
葉
と
、三

尾
さ
ん
の
助
言
の
文
字
が
び
っ
し
り
詰

ま
っ
た
所
見
は
、個
別
の
記
録
と
し
て

就
学
ま
で
保
管
さ
れ
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用

み
ん
な
違
う
の
は
、
自
然
な
こ
と

　
　
　
　

発
達
障
が
い
を
理
解
し
よ
う

一
人
ひ
と
り
、
個
別
の
支
援
を

　

こ
れ
ま
で
、あ
ま
り
広
く
認
識
さ
れ
ず
、理
解
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
発
達
障
が
い
。最
近
は
そ
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と

で
、早
期
発
見
、早
期
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
が
、障
が
い
を
持
つ
人
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
、さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

中
で
、今
月
は
、発
達
障
が
い
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

発達障がいの子どもが描いた動物の絵。特徴を的確に捉えている。
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発
達
障
が
い
は
、生
ま
れ
つ
き
の
脳
の
機

能
の
障
が
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。小
さ

い
頃
か
ら
そ
の
症
状
が
み
ら
れ
、育
て
方
や

環
境
に
よ
っ
て
、発
達
障
が
い
に
な
る
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
じ
障
が
い
で
も
、ど
の
特
徴
が
強
い
か

は
一
人
ひ
と
り
違
い
、成
長
に
よ
っ
て
も
変
化

し
ま
す
。障
が
い
が
重
複
す
る
こ
と
や
感
覚

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。「
治
す
」と
い
う
よ
り
も
、子
ど
も
や

家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
工
夫

す
る
、生
活
場
面
で
子
ど
も
に
ど
う
や
っ
て
問

題
解
決
を
す
る
の
か
、対
処
方
法
を「
教
え
て

あ
げ
る
」と
い
う
発
想
が
大
切
で
す
。

　

主
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。し
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
で
少
し
ず
つ

異
な
っ
て
く
る
の
で
課
題
は
異
な
り
ま
す
。

■
自
閉
症

・
言
葉
の
発
達
の
遅
れ

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
が
い

・
対
人
関
係
・
社
会
性
の
障
が
い

・
パ
タ
ー
ン
化
し
た
行
動
、こ
だ
わ
り

■
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

・
基
本
的
に
、言
葉
の
発
達
の
遅
れ
は
な
い

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
が
い

・
対
人
関
係
、社
会
性
の
障
が
い

・
パ
タ
ー
ン
化
し
た
行
動
、興
味
・
関
心
の
か

　

た
よ
り

・
不
器
用(

言
語
発
達
に
比
べ
て)

■
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

・
不
注
意(

集
中
で
き
な
い)

・
多
動
・
多
弁(

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い)

・
衝
動
的
に
行
動
す
る(

考
え
る
よ
り
も
先
に

　

動
く)

■
学
習
障
が
い　

Ｌ
Ｄ

・
読
む
、書
く
、計
算
す
る
等
の
能
力
が
全
体

　

的
な
知
的
発
達
に
比
べ
て
極
端
に
苦
手

発達障がいの子どもが記憶で描いた鉄
塔の絵。鉄骨が正確に描かれている。

発
達
障
が
い
と
は

日々の保育で、どう関わったら、
子どものためになるか保育士に
アドバイスします

　

発
達
障
が
い
と
診
断
さ
れ
る
と
、さ
ら
に

細
分
し
て「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
」と
か

「
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
」な
ど
難
し
い
言

葉
で
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

で
も
、診
断
者
に
よ
っ
て
、そ
の
境
界
は
曖

昧
な
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、発
達
障
が
い
に
は
い
ろ
い
ろ

な
要
素
が
あ
り
す
ぎ
て
、ひ
と
く
く
り
に
は

で
き
な
い
と
い
う
概
念
を「
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」

と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、虹
の
色
に
境
目
が
な
い
よ
う
に
、

そ
の
切
れ
目
は
曖
昧
で
連
続
し
て
い
る
状
態

で
す
よ
と
い
う
の
が
、ス
ペ
ク
ト
ラ
ム（
連
続

体
）と
い
う
言
葉
な
の
で
す
。

○
参
考
文
献

『
あ
り
が
と
う
！
た
い
せ
つ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

社
会
福
祉
法
人
ひ
と
ふ
さ
の
葡
萄　

三
尾
馨　

著

➡
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４
ー
８
５
４
４

　

三
尾
さ
ん
は
、市
内
の
保
育
園
や
小
・

中
学
校
を
定
期
的
に
巡
回
し
て
い
ま

す
。９
月
４
日
、市
内
保
育
園
を
訪
問
し

た
三
尾
さ
ん
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

園
で
は
、ま
ず
保
健
師
や
現
場
の
保
育

士
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
の
所
見

に
目
を
通
し
ま
す
。支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
の
様
子
が
保
育
士
に
よ
っ

て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。以
前
か
ら
関
わ
っ

て
い
る
子
、初
め
て
の
子
も
い
ま
す
。

　

保
育
士
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、集
団

の
中
で
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を

取
っ
て
い
る
か
、こ
の
子
の
ニ
ー
ズ
は

何
か
、時
々
話
し
か
け
た
り
し
な
が
ら
、

じ
っ
と
観
察
を
続
け
ま
す
。

　

今
日
、保
育
士
か
ら
相
談
を
受
け
た

の
は
、み
ん
な
と
同
じ
行
動
が
で
き
な

い
Ａ
く
ん
。外
で
の
活
動
が
終
わ
っ
て

も
、絵
本
や
お
絵
か
き
に
興
味
を
持
て

ず
、何
度
呼
ん
で
も
室
内
に
入
ろ
う
と

し
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
Ａ
く
ん
の
気
持
ち
を
保
育
室

に
向
け
る
た
め「
少
々
手
荒
だ
け
ど
ね
。

時
に
は
こ
ん
な
こ
と
も
し
て
み
て
は
。」

と
Ａ
く
ん
の
足
を
掴
ん
で
体
を
逆
さ
に

す
る
と
、な
ん
と
Ａ
く
ん
は
大
喜
び
。目

が
輝
き
出
し
、心
が
三
尾
さ
ん
に
向
い

た
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

関
わ
り
方
を
聞
い
た
保
育
士
は
、今

日
の
様
子
や
助
言
を
所
見
に
記
し
、そ

れ
が
交
互
に
書
か
れ
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
広
く
認

識
、理
解
さ
れ
始
め
た「
発
達
障
が
い
」。

所
見
の
中
に
は
、早
期
に
保
育
士
が
適

切
な
支
援
を
す
る
こ
と
で
、改
善
し
て

い
く
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
保
育
士
の
言
葉
と
、三

尾
さ
ん
の
助
言
の
文
字
が
び
っ
し
り
詰

ま
っ
た
所
見
は
、個
別
の
記
録
と
し
て

就
学
ま
で
保
管
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の

あ
い
ま
い
な
境
目

「
発
達
障
が
い
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う

スペクトラム（連続体）イメージ図

多
数
派

少
数
派

比較的重度の
発達障がい

知的障がいを持たない
発達障がい

健常者？
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お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

　

　

第
３
期
納
期　

10
月
1
日
～
10
月
31
日

　

10
月
は
平
成
21
年
度
住
民
税
第
３
期
の
納
期

で
す
。
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
11
月

２
日
（
月
）
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
等
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４
ー
８
５
４
６

　

対
象
者
に
は
、
６
月
に
発
送
し
ま
し
た
「
平

成
21
年
度　

市
県
民
税
税
額
決
定
通
知
書
」
に

特
別
徴
収
税
額
及
び
、
公
的
年
金
の
支
払
者
名

称
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
度
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４
ー
８
５
４
６

　

町
村
合
併
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

合
併
前
に
使
用
し
て
い
た「
印
鑑
登
録
証
」、「
町

民
カ
ー
ド
」、「
健
康
福
祉
カ
ー
ド
」
で
は
、
自

動
交
付
機
や
窓
口
で
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
動
交
付
機
や
窓
口
で
利
用
す
る
に
は
、
中

央
市
の
「
印
鑑
登
録
証
」
や
「
市
民
カ
ー
ド
」

に
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

交
換
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
交
換
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

平
日（
土
日
祝
日
や
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

玉
穂
庁
舎
（
市
民
課
）

　
　
　

田
富
庁
舎
（
窓
口
課
）

　
　
　

豊
富
庁
舎
（
窓
口
課
）

手
続
き
で
き
る
人

○
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員

○
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

持
ち
物
（
費
用　

無
料
）

○
合
併
前
の「
印
鑑
登
録
証
」、「
町
民
カ
ー
ド
」、

　
「
健
康
福
祉
カ
ー
ド
」
な
ど

○
印
鑑

○
本
人
確
認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
同
一
世
帯
以
外
の
人
が
手
続
き
す
る
場
合　

　

は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状

➡
お
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４
ー
８
５
４
１

　

中
央
市
の
「
印
鑑
登
録
証
」
や
「
市
民
カ
ー

ド
」
に
４
桁
か
ら
な
る
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
登
録

す
る
こ
と
で
、
各
庁
舎
の
出
入
り
口
に
設
置
し

て
あ
る
自
動
交
付
機
の
ご
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

自
動
交
付
機
は
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

の
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
に
、
午
前
８
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
『
印
鑑
登
録
証
明
書
』
や
『
住

民
票
の
写
し
』の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

非
常
に
便
利
で
す
。
是
非
、
暗
証
番
号
の
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
暗
証
番
号
を
登
録
す
る
た
め
の
手
続

き
は
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４
ー
８
５
４
１

　

～
10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で

　
　
　
　
　
　

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
～

日
時
・
場
所

10
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

　

玉
穂
総
合
会
館

10
月
14
日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午

　

田
富
総
合
会
館

➡
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

行
政
担
当　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
１
１

　

市
の
行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
民

生
児
童
委
員
に
よ
る
合
同
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
23
日
（
金
）　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

玉
穂
総
合
会
館

➡
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

行
政
担
当　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
１
１

　

私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
相
談
に
、
国
、
県

の
担
当
者
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
が
お
答

印
鑑
登
録
証
な
ど
カ
ー
ド
交
換
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

　

愛
育
、母
子
保
健
で
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、つ
ぎ
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
子
保
健
功
労
者
表
彰

山
梨
県
知
事
表
彰　

　

山
本　

利
恵 

さ
ん　
（
乙
黒
地
区
）　

山
梨
県
愛
育
連
合
会
会
長
表
彰　

　

田
中　

久
枝 

さ
ん　
（
下
河
東 

下
）　

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
住
民
税
（
市
県

民
税
）
の
引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す

お
知
ら
せ

表
彰

印
鑑
登
録
証
な
ど
カ
ー
ド
に

暗
証
番
号
を
登
録
し
ま
し
ょ
う

相　

談

10
月
の
行
政
相
談
所

合
同
相
談
（
行
政
・
人
権
・
心
配
ご
と
）

10
月
は
住
民
税
（
市
県
民
税
）

第
３
期
納
期
で
す

一
日
合
同
行
政
相
談
所
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充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

え
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
事
前
の
予
約
は
不

要
で
す
。

日
時　

10
月
20
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館

　
　
　

８
階
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム

➡
お
問
い
合
わ
せ　
　

　

総
務
省
山
梨
評
価
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０―
０
９
０
１
１
０

日
時　

10
月
29
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

玉
穂
総
合
会
館

～ 

中
央
市
は
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
援
し
て
い
ま
す 

～

　

中
央
市
は
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
と
し
て
、第
46
節
「
横
浜
Ｆ
Ｃ
」
戦
で
、

サ
ン
ク
ス
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日(

水)　

午
後
７
時

場
所　

小
瀬
陸
上
競
技
場

　

当
日
は
中
央
市
の
小
中
学
生
が
、
エ
ス
コ
ー

相
談
人
数
・
時
間　

６
名
（
１
人
30
分
）

※
要
予
約
、
法
律
的
な
相
談
で
し
た
ら
、
ど
ん

な
内
容
で
も
結
構
で
す
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

行
政
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
１
１

日
時　

10
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

田
富
総
合
会
館

※
予
約
不
要
、
遺
言
、
相
続
な
ど
行
政
庁
に
係

る
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

山
梨
県
行
政
書
士
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７
ー
２
６
０
１

ト
キ
ッ
ズ
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
フ
ラ
ッ
グ
、
ボ
ー

ル
ボ
ー
イ
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
試
合

に
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
観
戦
者
の
中
か
ら
抽
選
で
中
央

市
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

厳
し
い
戦
い
が
続
く
Ｖ
Ｆ
甲
府
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
熱
い
応
援
で
勝
利
へ
導
き
ま
し
ょ
う
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４
ー
８
５
８
２

　

太
陽
光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
「
太
陽
電

池
」
を
親
子
で
作
ろ
う
。

　

雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　
　

①
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
所　

田
富
市
民
体
育
館

定
員　

①
②
各
回　

親
子
10
組

申
込
期
間　

10
月
９
日
（
金
）
～
20
日
（
火
）

※
参
加
費
無
料
、
要
申
し
込
み
、
定
員
を
超
え

た
と
き
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

➡
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

グ
リ
ー
ン
中
央
（
中
央
市
地
球
温
暖
化
対
策

　

地
域
協
議
会
・
環
境
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４
ー
８
５
４
３

　中央市医大南部土地区画整理事業では、第１次か
ら第６次までの保留地（宅地）見学会を開催します。

　この区画整理地内には、山梨大学医学部附属病院、
大型ショッピングセンターなどの商業地があり、生
活面においてたいへん便利な場所です。
　マイホームを計画の方ぜひご検討ください。

☆見学会
日　時　１０月１８日（日）　午前１０時～午後４時
場　所　山梨大学医学部　西側　保留地内

➡お問い合わせ
　都市計画課　　☎２７４－８５５２
　区画整理分室　☎２７４－３３２２

中央市医大南部土地区画整理
秋の保留地見学会を開催します

親
子
で
参
加
し
よ
う

稲
穂
ま
つ
り
「
太
陽
電
池
工
作
教
室
」

県
下
一
斉
対
面
無
料
相
談
会

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

「
中
央
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
開
催
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お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

　

郷
土
資
料
館
の
古
民
家
で
、
昔
の
雰
囲
気
を

味
わ
い
な
が
ら
落
語
を
聞
き
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
８
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

豊
富
郷
土
資
料
館

募
集
定
員　

25
人
（
参
加
費
無
料
）

　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
期
間　

10
月
13
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
５
日
（
木
）

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

➡
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み　

　
　
　

生
涯
教
育
課　

☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

　

精
神
的
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
増
進
を
は

か
る
た
め
に
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
リ
ズ

ム
体
操
し
ま
し
ょ
う
。　

日
時　

10
月
16
・
30
日　

11
月
６
日
・
20
日

　
　
　
（
金
曜
日
・
全
４
回
）

　
　
　

午
後
７
時
45
分
～
９
時
15
分
ま
で

場
所　

玉
穂
南
小
学
校
体
育
館　

内
容　

リ
ズ
ム
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ

講
師　

高
齢
者
腰
痛
体
操
・
足
裏
体
操
イ
ン　

　
　

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
生
涯
学
習
健
康
づ
く　

　
　

り
指
導
者　
　

井
上
利
子　

先
生

参
加
費　

２
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

参
加
対
象　

市
内
在
住
者　
（
30
名
）

申
し
込
み
期
間　

10
月
５
日
～
14
日

参
加
費
を
添
え
て
生
涯
教
育
課
・
玉
穂
窓
口
課
・

豊
富
窓
口
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
教
育
課　

　
　

社
会
体
育
担
当　

☎
２
７
４―

８
５
２
２

　

甲
斐
国
唯
一
の
虚
無
僧
寺
明
暗
寺
跡
や
普
化

宗
ゆ
か
り
の
永
源
寺
を
訪
ね
、
お
い
し
い
ト
マ

ト
に
舌
鼓
？

　

身
近
に
も
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
！

　

詳
し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
地
元
を
散
策
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
人
員　

30
名
（
参
加
費
無
料
・
特
製
ふ
る

　
　

さ
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

　　　　　　　　　
　

全国地域安全運動　　

　警察では各種犯罪を防ぎ、県民の皆さんが安心・安
全を真に実感できる社会を実現するため、防犯協会を
はじめとする関係機関・団体、自主防犯ボランティア
団体と連携を図りながら地域安全活動を展開してい
ます。
　こうした活動を皆さんに知っていただくとともに、
県民一人ひとりの自主防犯意識の高揚を図り、地域安
全活動がさらに拡大することを願い

１０月１１日（日）～２０日（火）までの１０日間
　　　　　　　「全国地域安全運動」
が行われます。
　「みんなで築こう　安全・安心　やまなしけん」を
スローガンに期間中は様々な活動、キャンペーンが行
われます。
　地域から犯罪をなくし、安心して暮らせる地域社会
の実現のため、全国地域安全運動にご協力をお願いし
ます。

◇問い合わせ先　南甲府警察署生活安全課　　　　
　　　　　　　　☎０５５－２４３－０１１０

南甲府警察署から

市
民
と
市
長
の
対
話
室

対
象
者　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

個
人
ま
た
は
団
体
（
５
人
程
度
ま
で
）

対
話
時
間　

１
人
（
１
組
）
概
ね
30
分
で
す
。

　
★
開
設
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
都
合
の
良
い

時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

★
来
月
の
開
設
予
定
日
は
11
月
25
日
（
豊
富

庁
舎
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

➡
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

 

政
策
秘
書
課  　

☎
２
７
４―

８
５
１
２

日　
　
　
　
　
　

時

場　
　

所

10
月
27
日

　
　
　
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～

　
　

11
時
30
分

田
富
庁
舎

落
語

健
康
体
操
教
室

日
時　

10
月
17
日
（
土
）

　
　
　

受
付
午
前
８
時
30
分　

　
　
　

出
発
９
時
～
終
了
正
午
（
予
定
）

集
合
場
所　

中
央
市
役
所　

玉
穂
庁
舎

申
込
締
切　

10
月
15
日
（
木
）

➡
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

つ
な
ぐ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ベ
ン
ト
係

　
　
　
　

☎
０
８
０
ー
１
２
２
３
ー
８
３
０
２

日
時　

10
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時　

 

場
所　

Ｙ
Ｅ
Ｓ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル 

内
容　

子
供
の
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
、

　
　
　

大
人
の
衣
類
、
日
用
雑
貨
等 

※
尚
、
出
店
さ
れ
た
い
人
も
大
歓
迎
で
す
の
で

早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
後
、
周
辺
道
路
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
仮
装
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
参
加
さ
れ
た
い
人
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。　

 

➡
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｙ
Ｅ
Ｓ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
８
ー
５
１
０
１

　

田
富
み
か
さ
幼
稚
園
創
立
30
年
を
記
念
し

て
、
世
界
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
数
々
の
賞

を
受
賞
し
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
仲
道
祐
子
さ
ん

を
迎
え
、ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時　

開
演

場
所　

田
富
み
か
さ
幼
稚
園
ホ
ー
ル

入
場
料　

２
，
０
０
０
円

玉
穂
界
隈
四
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

定
期
演
奏
会　

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
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充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

　
日
時　

10
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所　

昭
和
町
立
総
合
体
育
館（
メ
イ
ン
会
場
）

内
容　

お
笑
い
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、　

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
、
仕
掛
花

　

火
な
ど

※
図
書
館
駐
車
場
で
「
子
ど
も
の
広
場
」、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で『
第
45
回
昭
和
町
文
化
祭
』

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
徒
歩
ま

た
は
西
条
小
学
校
、常
永
小
学
校
か
ら
の『
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

昭
和
町
役
場　

　

企
画
財
政
課　

企
画
情
報
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
５
ー
８
１
５
４

第
21
回
「
甲
府
大
好
き
ま
つ
り
」 となりの町や市の

情報を紹介します

➡
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

田
富
み
か
さ
幼
稚
園
☎
２
７
３
ー
６
３
８
６

日
時　

10
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
頃

場
所　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

対
象　

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で

募
集
人
数　

約
40
名
（
先
着
順
・
参
加
無
料
）

内
容　

①
裁
判
所
広
報
用
ビ
デ
オ

　
　
　
「
裁
判
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」
上
映

　
　
　

②
実
際
の
法
廷
で
、
模
擬
裁
判
を
体
験

　
　
　

③
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
見
学

➡
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み　
　
　
　
　

　

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

日
時　

10
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

甲
府
中
央
商
店
街

内
容　

ま
つ
り
パ
レ
ー
ド（
音
楽
隊
、チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
き
や
り
、
山
車
、
甲
府
大
好
き
音

頭
、
ビ
ー
ト
to
ビ
ー
ト
な
ど
）、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
ま
つ
り
屋
台
な
ど

➡
お
問
い
合
わ
せ　

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
実
行

　

委
員
会
（
甲
府
市
役
所
観
光
開
発
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７
ー
５
７
０
２

　
日
時　

10
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

内
容　

ほ
う
と
う
（
参
加
料
５
０
０
円
、
お
か

わ
り
自
由
、
な
く
な
り
次
第
終
了
）、
花
豆
・

き
の
こ
・
野
菜
な
ど
の
即
売
会
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

子
供
コ
ー
ナ
ー
な
ど

➡
お
問
い
合
わ
せ　

マ
ウ
ン
ト
ピ
ア
黒
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
８
７
ー
２
２
０
１

第
21
回「
昭
和
町
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
祭
り
」

日
時　

11
月
７
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
前
広
場　

　
　
　

コ
ン
コ
ー
ス

内
容　

展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
（
農
作
物
、
つ
き

た
て
の
餅
）、イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー（
野
菜
つ
り
、

金
魚
す
く
い
）、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
（
花
の
寄

せ
植
え
※
一
部
有
料
、
木
工
細
工
）、
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
農
業
、
園
芸
な
ど
）
な
ど

➡
お
問
い
合
わ
せ　

甲
府
市　

農
林
振
興
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
４
２
ー
２
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
５
ー
１
１
３
３

　

甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
５
ー
７
２
３
４

日
時　

10
月
24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）　

場
所　

山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　

医
学
展
・
看
護
展
、芸
能
人「
響（
ひ
び

き
）」、「
江
戸
む
ら
さ
き
」に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

（
24
日（
土
）午
前
11
時
〜
正
午
）、学
内
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
展
示
や
演
奏
・
模
擬
店
の
出
店
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
部
対
抗
企
画
や
ビ
ン
ゴ
、ラ

イ
ブ
、ダ
ン
ス
、ア
カ
ペ
ラ
な
ど
）そ
の
他

➡
お
問
い
合
わ
せ　

医
学
祭
実
行
委
員
長　

　

木
村　

望
（
き
む
ら　

の
ぞ
み
）

　
　
　
　

☎
０
９
０
ー
４
３
９
０
ー
９
９
８
３

法
の
日
週
間
行
事

　
　

～
裁
判
を
体
験
し
て
み
よ
う
～

山
梨
大
学
第
８
回
医
学
祭
“Infinity

”
第
19
回
黒
平
ほ
う
と
う
祭
り

第
36
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

日　時　１１月３日（文化の日）　
　　　　午前９時～午後３時３０分
場　所　田富ふるさと公園

マルシアによる歌謡ショー、各種発表、チャレン
ジゲーム、抽選会、模擬店、キャラクターショーな
どがあります。詳細は広報と同時配付のパンフ
レットをごらんください。
➡お問い合わせ　商工観光課　☎274－8582

稲
穂
ま
つ
り
'09
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お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

入札結果 公表 入札結果について次のとおり公表します。
金額については消費税は含まれません。
　　　　　　　　　➡お問い合わせ　管財課　☎２７４－８５１７

入札執行日　平成21年８月27日

◎睡眠不足などにならないよう体調管理につとめる
◎適度な湿度を保つ（50％以下に落とさない）
◎手洗い、うがいをする
◎混み合った場所、特に屋内や乗り物など換気が
　不十分な場所ではマスクを着用する
◎栄養バランスのとれた食事をとる
◎咳、くしゃみが出たら、マスクの着用は基本中の
　基本、いつでも、どこでも着用できるように。
◎手指衛生の徹底：こまめに手洗いをする。
　（アルコール消毒を使用するときもしっかり手洗い
　をしないと効果がありません。指と指の間や爪の間
　までしっかりと！）
◎外から戻ったときなど、必ずうがいも忘れずに！

対象者
①接種日に満65歳以上の人
②接種日に60 ～ 65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機
　能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
　障害を有するものとして厚生労働省に定められる人
※医師の診断書または身体障害者手帳の提示が必要
です。あらかじめ予診票を受け取る必要があります。
各庁舎の窓口へお越しください。
接種期間
　平成21年10月1日～平成22年1月31日
接種料金
　接種料金の内2,000円を市で負担します。
　残りの差額分は個人負担です。
※生活保護の方は全額市で負担します。
　個人負担免除券を発行しますので、事前に各庁舎
窓口までお越しください。
接種方法
　医療機関にて個別接種。主治医にご相談ください。
　接種の際は、事前に予約が必要です。インフルエン
ザ予防接種予診票（接種日に満65歳以上の人は個人
通知してあります）と保険証を持参し接種してくださ
い。接種券などはありません。
➡お問い合わせ　健康推進課　☎２７４―８５４２

インフルエンザから
身を守る感染予防対策

♪予防の基本♪ 高齢者インフルエンザについて

工事・委託名 工事・委託場所 落札業者 落札金額 予定価格
中央市公共下水道管渠布設工事　
玉穂21-3工区 中央市若宮地内 ㈱タセイ 13,800,000 14,410,000

藤巻地区配水管拡張工事
21-2-2工区 中央市藤巻地内 ㈲カワスミ 9,500,000 10,005,000

関原地区導水管拡張工事
第２工区 中央市関原地内 ㈲丸松 15,910,000 16,574,000

市道玉穂新環状南通り線道路改良
工事 中央市成島地内 ㈱中部 29,400,000 30,751,000

藤巻地区農業用水路改修工事
（2工区） 中央市藤巻地内 ㈲山下組土木 9,650,000 10,110,000

中央市立田富図書館屋根塗装工事 中央市臼井阿原地内 ㈱高野塗装店 6,000,000 6,190,000

市道田富西通り線測量調査設計業
務委託 中央市臼井阿原地内 ㈱サンポー 13,300,000 14,390,000

旧町村会議録等のPDF化業務委託 中央市役所内 ㈱会議録センター 15,628,800 15,700,000
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充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

　

児
童
相
談
所
の
地
区
担
当
福
祉
司
と
児
童

心
理
司
に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
希
望
者
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

家
庭
児
童
相
談
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場　

所　

玉
穂
総
合
会
館

➡
お
問
い
合
わ
せ

　

中
央
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　
（
子
育
て
支
援
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
５
７

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
21
年
度
版
）

は
、
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
子
ど
も
が
い
る
世

帯
の
、
住
民
基
本
台
帳
・
外
国
人
登
録
原
票

上
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
対
象
と
な
る
子
ど

も
一
人
当
た
り
３
万
６
千
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

申
請
書
は
、
該
当
世
帯
へ
12
月
中
旬
以
降

に
発
送
し
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

る
こ
と
が
出
来
な
い
乳
児
お
よ
び
幼
児
。

　

中
央
市
内
で
の
乳
児
保
育
（
０
歳
児
保
育
）

は
、
玉
穂
、
田
富
第
一
、
第
二
、
第
三
、
ま
み

い
保
育
園
で
行
っ
て
お
り
ま
す
（
定
員
少
数
）。

※
申
込
資
料
を
お
渡
し
す
る
際
、
受
付
簿
に

住
所
・
氏
名
等
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
５
７

　

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、今
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
に
住
民
登
録
が
で
き
な
い
Ｄ
Ｖ
被
害
者

の
人
は
、事
前
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
手

当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
前
申
請
受
付
期
間
は
、10
月
30
日
ま
で

で
、事
前
申
請
書
に
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
５
７

　

平
成
22
年
４
月
に
、
中
央
市
に
あ
る
７
保

育
園
（
公
立
６
園
、
私
立
１
園
）、
ま
た
は

市
外
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
保
護

者
を
対
象
に
、申
込
書
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

配
布
場
所
・
期
間

●
市
内
保
育
園
へ
入
園
を
希
望

　

各
保
育
園
に
て
配
布
を
行
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
保
育
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
16
日
（
月
）
～
11
月
21
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
21
日
の
み
午
前
８
時
30
分
～
正
午
）

●
市
外
保
育
園
へ
入
園
を
希
望（
広
域
入
園
）

　

玉
穂
庁
舎　

子
育
て
支
援
課
に
て
配
布
を

行
い
ま
す
。

　

11
月
16
日
（
月
）
～
11
月
20
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

入
園
要
件

　

両
親
の
仕
事
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
す

　

10
月
９
日
に
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

通
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
５
７

　

平
成
22
年
度
４
月
か
ら
の
入
園
説
明
会
及
び

体
験
入
園
を
行
い
ま
す
。

　

入
園
の
有
無
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

体
験
入
園

日
時　

10
月
２
日
（
金
）　

３
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～　

園
内
自
由
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
育
自
由
参
加

　
　
　

午
前
10
時
15
分
～　

入
園
説
明
会

※
お
子
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
児

☆
満
３
歳
児
入
園

　

満
３
歳
の
誕
生
日
の
翌
日
か
ら
入
園
で
き
ま
す
。

☆
３
年
保
育

　

Ｈ
18
年
４
月
２
日
～
Ｈ
19
年
４
月
１
日
生

募
集
要
項
配
布　

10
月
１
日
～

入
園
願
書
受
付　

11
月
２
日
・
４
日
・
５
日

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

預
か
り
保
育
（
希
望
者
）

　

早
朝
（
７
時
45
分
～
）　

夕
方
（
７
時
ま
で
）

　

ま
た
は
、
春
、
夏
、
冬
休
み
期
間
中

※
一
時
預
か
り
保
育
も
実
施
中

➡
お
問
い
合
わ
せ　

田
富
み
か
さ
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
３―

６
３
８
６

平
成
22
年
度　
　

保
育
園
新
規
入
園
に
つ
い
て

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
21

年
度
版
）に
関
す
る
お
知
ら
せ

児
童
相
談
所
の
巡
回
相
談
会
の

お
知
ら
せ

主体 保育所名 所在地 電話番号 開所時間 
※1

特別事業の実施状況

延長保育 一時保育 障害児保育 乳幼児保育

公 玉 穂 保 育 園 成島 2387-2 273-2205

7:30 ～　
　18:30

○

～19:00
　まで

×

○

生後 6 か月～
公 田富第一保育園 布施 3015 273-3557 ×

公 田富第二保育園 西花輪 2002 273-3072 ○

公 田富第三保育園 東花輪 1173 273-6220 ×

公 田 富 北 保 育 園 山之神 22-59 273-6301 ○
1 歳～

公 豊 富 保 育 園 大鳥居 3790 269-2011 ○

私 ま み い 保 育 園 成島 1072-1 273-3522 ○ 生後 2 か月～

※１　平日 ( 土曜は除く )

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

田
富
み
か
さ
幼
稚
園　

入
園
説
明
会

保  健 福  祉と

15　広報ちゅうおう



お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

　

車
い
す
や
座
位
保
持
装
置
、
歩
行
器
、
装
具
、

靴
な
ど
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
摂
食
関
係
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
の
小
児
の
福
祉
機
器
・
福
祉
用

具
を
実
際
に
見
て
、
触
れ
て
、
試
す
機
会
で
す
。

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
８
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

石
和
共
立
病
院
（
笛
吹
市
石
和
町
）

内
容　

小
児
の
福
祉
機
器
・
福
祉
用
具
の

　
　
　

展
示
を
行
い
ま
す
。（
入
場
無
料
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
曜
を
除
く
午
前
９
時

　

～
午
後
５
時
30
分
の
間
、
当
日
は
開
催
時
間

　

内
で
お
願
い
し
ま
す
。

➡
お
問
い
合
わ
せ

　

小
児
福
祉
機
器
展
in
山
梨
実
行
委
員
会

　

石
和
共
立
病
院
内　

小
児
リ
ハ
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
６
３―

３
１
３
１

日
時　

10
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

Ｙ
Ｅ
Ｓ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル 

対
象　

２
歳
～
就
学
前
ま
で
の
幼
児
と
保
護
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
４
月
時
点
）

費
用　

無
料
（
要
予
約
） 

➡
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｙ
Ｅ
Ｓ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
８―

５
１
０
１

　

総
合
健
診
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
受
診
者
で
、

精
密
検
査
の
連
絡
の
な
い
場
合
は
「
異
常
な
し
」

で
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

保
健
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
４
２

　

玉
穂
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
本
物
の
赤

ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
た
め

赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

11
月
第
１
週

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
ま
で

場　

所　

玉
穂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

➡
お
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
４
２

　

み
な
さ
ん
の
善
意
が
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

日　

時　

10
月
27
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

豊
富
中
央
公
民
館

思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

協
力
者
募
集

「
第
３
回
小
児
福
祉
機
器
展
in
山
梨
」

開
催
の
お
知
ら
せ

英
語
幼
稚
園　

親
子
半
日
体
験

➡
お
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
４
２

日
時　

10
月
８
日
（
木
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
（
入
場
無
料
）

場
所　

梨
大
医
学
部　

臨
床
講
義
棟
小
講
義
室

演
題

　
「
ホ
ス
ピ
ス
は
何
処
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　

～
チ
ャ
プ
レ
ン
の
立
場
か
ら
～
」

講
師　

斎
藤　

武　

氏

　
　
　
（
山
梨
英
和
・
韮
崎
英
和
・
石
和
英
和

　
　
　

幼
稚
園
園
長
。
山
梨
英
和
大
学
講
師
）

◎
チ
ャ
プ
レ
ン
【chaplain

】
学
校
・
病
院
・

　

軍
隊
・
刑
務
所
な
ど
で
働
く
聖
職
者

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

附
属
図
書
館
医
学
分
館

　
　
　

医
学
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
３―

９
３
５
７

受
給
資
格
の
更
新
が
必
要

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
有
効
期
限

は
10
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
助
成
を

受
け
る
場
合
は
受
給
資
格
の
更
新
が
必
要
で
す
。

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

山
梨
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
最
寄
り
の
庁
舎
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

※
助
成
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　

10
月
７
日(

水)

～
10
月
20
日(

火)

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
と
は

　

一
定
以
上
の
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～

３
級
・
療
育
手
帳
Ａ
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
ま
た
は
障
害
基
礎
年
金
受
給
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
受
給
）
を
お
持
ち
の
人
に
医
療

費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

右
記
の
障
害
に
該
当
し
医
療
費
助
成
を
受
け

て
い
な
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　

障
害
福
祉
担
当　
　

☎
２
７
４―

８
５
４
４

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
お
よ
び
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る
人
の
、
入

院
時
の
食
事
代
（
標
準
負
担
額
）
は
、
こ
れ
ま

で
未
就
学
児
（
６
歳
に
到
達
し
た
次
の
３
月
31

日
ま
で
）
の
み
助
成
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が

「
12
歳
に
到
達
し
た
次
の
３
月
31
日
ま
で
」
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

助
成
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
該
当
す
る

年
齢
で
平
成
21
年
４
月
以
降
に
入
院
し
て
食
事

代
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
領
収
書
と
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
各
庁
舎
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
・
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
入
院
時
の
食
事
代
助
成

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

総
合
健
診
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
み

受
診
さ
れ
た
人
の
結
果
に
つ
い
て
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充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　　　　　
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
』

みなさん
の

健康

数
は
50
万
人
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
全
国
民
の
４
人
に
１
人
位

が
感
染
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
大
流
行
に
備
え
て
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
ど
う
対
処
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
パ
ニ
ッ
ク
に

な
ら
な
い
で
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
で

す
。
幸
い
な
事
に
、
今
回
流
行
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
流
行
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
強

毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異
な
り
、
弱

毒
性
で
す
の
で
、
健
康
人
に
感
染
し
て
も
重
症

化
す
る
確
率
は
極
め
て
低
い
と
考
え
て
い
い
で

し
ょ
う
。
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
タ
ミ
フ
ル

に
も
高
い
感
受
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
慢

性
肺
疾
患
・
心
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
を

お
持
ち
の
方
や
妊
婦
さ
ん
は
十
分
な
予
防
対
策

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
不
急
の
外
出
の
自
粛
や

帰
宅
後
の
う
が
い
・
手
洗
い
が
基
本
で
す
が
、

外
出
時
、
特
に
大
勢
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
出

か
け
る
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
方
が
無
難
で

し
ょ
う
。

　

私
が
、
本
年
４
月
に
山
梨
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
感
染
対
策
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ

た
と
た
ん
、
メ
キ
シ
コ
で
新
型
（
豚
）
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
、
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
多
数
の
感
染
者
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
国
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
侵

入
を
防
ぐ
た
め
に
、
海
外
流
行
地
か
ら
の
帰

国
者
に
対
す
る
検
疫
を
強
化
し
ま
し
た
が
、

国
内
へ
の
侵
入
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
と
考
え
て
、
院
内
感
染
を
予
防
す
る

た
め
の
対
策
に
あ
た
ふ
た
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

予
想
が
的
中
し
、
５
月
中
旬
に
海
外
渡
航

歴
の
な
い
神
戸
市
の
高
校
生
数
名
が
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
引
き
続
い
て
兵
庫
県
と
大
阪
府
に

お
い
て
多
数
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
国
内
全
域
で
持
続
的
に
感
染

が
拡
大
し
て
お
り
、
８
月
末
の
推
定
感
染
者

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
空
気
感
染
で

は
な
く
、
飛
沫
感
染
で
す
か
ら
、
家
族
を
含

む
他
の
人
へ
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
マ
ス
ク
着
用
が
極
め

て
有
効
で
す
。
発
熱
な
ど
の
症
状
が
で
た
場

合
は
、
あ
わ
て
ず
に
安
静
を
保
ち
、
翌
日
に

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
発
熱
後
数
時
間
は
、
た
と
え
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
あ
っ
て
も
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
で
陽

性
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
発
熱
後
す
ぐ
に

受
診
し
て
も
タ
ミ
フ
ル
の
処
方
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

一
方
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
る
一
日
前

か
ら
、
感
染
力
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
面
会
な
ど
で
病
院
・
病
棟
を
訪

れ
る
際
は
、
院
内
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に

マ
ス
ク
の
着
用
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　
　
　

小
児
科　

教
授　

杉 

田　

完 

爾

※
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
の
人
は
、
す
で

に
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

➡
お
問
い
合
わ
せ

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　
　

子
育
て
支
援
課　

母
子
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―

８
５
５
７

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　
　

福
祉
課　

障
害
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
７
４―
８
５
４
４

　

ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ
、網
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

襖
、
障
子
の
張
替
え
や
、
水
廻
り
の
清
掃
等
、

効
率
的
な
作
業
の
方
法
を
講
義
と
実
技
で
習
得

し
ま
す
。

日　

時　

11
月
５
日
（
木
）
～
11
月
20
日(

金)

　
　
　
　

の
土
、
日
、
月
を
除
く
10
日
間

会　

場　

昭
和
町
中
央
公
民
館

対
象
者　

60
歳
台
前
半
層
を
中
心
と
す
る
働
く

　
　
　
　

意
欲
の
あ
る
高
齢
者

受
講
料　

無
料

定　

員　

20
名

申
込
締
切　

10
月
22
日(

木)

➡
お
問
い
合
わ
せ

　

(

社)

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
２
８
ー
８
３
８
３

一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
能

講
習
会

№ 44　平成 21 年 (2009)10 月

17　広報ちゅうおう



道
路
に
は
、多
く

の
標
識
が
設
置

さ
れ
、私
た
ち
の
移
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。市
内
で
も
道
路

整
備
に
伴
い
新
し
い

標
識
が
目
立
ち
ま
す
が
、そ
れ
ら
は
、主
に
自
動

車
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。歩
行
者

で
気
に
か
け
る
人
は
、あ
ま
り
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、自
動
車
の
な
か
っ
た
昔
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
今
号
で
は
、江
戸
時

代
の
道
路
標
識
、「
道
標
」を
紹
介
し
ま
す
。

道
標（
ど
う
ひ
ょ
う
、み
ち
し
る
べ
）は
、『
中

巨
摩
の
石
造
文
化
財
』の
中
で「
旅
す
る

人
の
安
全
、便
利
の
た
め
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、

路
傍
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。角
柱
石
を
用
い
た

も
の
が
多
く
、行
先
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。ま

た
庚
申
塔
や
馬
頭
観
音
の
文
字
塔
を
利
用
し
た

道
標
も
多
い
。」と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
道ど

う

標
ひ
ょ
う

～

　

市
内
で
は
、甲
府
市
川
三
郷
線
沿
い
布
施
の

5
叉
路
に
あ
る
道
標
が
目
に
つ
き
や
す
い
も
の

で
す
が
、こ
れ
を
道
標
と
認
識
し
て
い
る
人
は

少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
こ
は
か
つ
て
の

布
施
の
辻（
道
の
交
わ
る
場
所
）、多
く
の
旅
人

が
行
き
来
し
て
い
た
場
所
で
す
。

　

旅
人
が
行
先
を
確
認
し
た
道
標
は
、高
さ
85

㎝
、幅
35
㎝
、厚
さ
35
㎝
の
角
柱
石
で
四
面
に
目

的
地
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。東
側
に「
こ
の
方
ふ

ち
う
」、西
側「
こ
の
方
加
ち
か
さ
わ
」、南
側「
こ

の
方
い
ち
か
わ
」、北
側「
こ
の
方
に
ら
さ
き
」

と
。豊

富
地
区
に
は
、多
く
の
道
標
が
ひ
っ
そ
り

と
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
利
の
集
落
内
、通
り
沿
い
に「
此
方
さ
く
ミ

知　

此
方
大
津
か
道
」と
刻
ま
れ
た
庚
申
塔
が

立
っ
て
い
ま
す
。「
さ
く
ミ
知（
作
道
）」と
は
畑

作
へ
行
く
道
、野
良
道
の
こ
と
で「
大
津
か
道
」

は
そ
の
名
の
通
り
市
川
三
郷
町
大
塚
へ
行
く
道

と
い
う
こ
と
で
す
。な
る
ほ
ど
大
津
か
道
と
示

さ
れ
て
い
る
方
向
へ
歩
い
て
い
け
ば
今
で
も
大

塚
へ
出
ま
す
。

　

関
原
集
落
の
は
ず
れ
に
は「
右
さ
く
ハ
道　

左
七
か
く
道
」と
刻
ま
れ
る
馬
頭
観
音
が
あ
り

ま
す
。「
七
か
く
道
」の
示
す
方
向
へ
進
む
と
甲

府
市
右
左
口
町
字
七
覚
に
至
り
ま
す
。役
行
者

像
で
有
名
な
円
楽
寺
の
前
を
と
お
り
中
道
往
環

へ
と
ぬ
け
る
道
で
す
。

　

大
鳥
居
の
山
宮
、市
川
三
郷
町
境
の
四
つ
辻

に
あ
る
の
は
、「
こ
の
坂
市
川
み
ち
」と
刻
ま
れ

た
供
養
塔
で
す
。東
の
道
が
上
り
坂
に
な
っ
て

い
る
の
で
、道
標
は
こ
の
坂
を
市
川
み
ち
と
案

内
し
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
の
坂
を
上
っ
て
い

く
と
山
宮
の
浅

間
愛
鷹
神
社
の

前
に
出
ま
す
。

神
社
の
前
の
道

標
に
は
、
こ
れ

ま
で
上
っ
て
来

た
道
を「
右
ハ

市
川
か
ち
道
」

（
か
ち
＝
徒
歩
）

と
示
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
道
を
通
っ
て
山
宮
の

人
々
は
市
川
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

他
に
も
石
和
へ
の
道
、大
福
寺
へ
の
道
、大
鳥

居
へ
の
道
と
い
う
よ
う
に
、要
所
の
辻
に

道
標
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。道
路
の
拡
幅
や
区
画

整
理
等
で
道
標
に
限
ら
ず
道
祖
神
な
ど
石
造
物

が
移
動
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ

ん
な
中
で
、今
回
紹
介
し
た
道
標
は
、現
在
も
変

わ
ら
ず
行
先
を
示
し
続
け
て
い
ま
す
。200
年
以
上

仕
事
を
続
け
る
貴
重
な
道
路
標
識
で
す
。

布施の辻の道標。往来の激しい通り沿いにあ
りますが、知っている人は少ないようです。

道路標識を見れば行先は
一目瞭然です。

庚申塔の両側面に行先が刻
まれています。
寛政五年（1793）

も う 少 し 進 ん だ 道 端 に
は、「山ミち」、「石和ミち」
と刻まれた如意輪観音が
立っています。

写真左隅にあるのが道標です。宝暦七年
（1757）の年号が刻まれています。鳥居の前の道標

神社入口で道が二又に分かれます。
右が市川かち道。

【
東
】「
ふ
ち
う
」は
、「
府
中
」

の
こ
と
。甲
斐
の
府
中
、甲
府

へ
向
か
う
人
は
東
へ
進
み
ま

し
た
。

【
南
】「
い
ち
か
わ
」は
、「
市
川
」

の
こ
と
。市
川
に
終
結
す
る
道

は
数
本
あ
り
、総
称
し
て
市
川

道
と
い
い
ま
す
。

【
北
】「
に
ら
さ
き
」は
、「
韮

崎
」の
こ
と
。韮
崎
は
甲
州
街

道
の
宿
場
町
で
す
。人
と
物
が

集
ま
っ
た
場
所
で
す
。

【
西
】「
加
ち
か
さ
わ
」は
、「
鰍

沢
」の
こ
と
。河
岸
が
置
か
れ

河
川
交
通
の
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
ち
う

い
ち
か
わ

に
ら
さ
き　

加
ち
か
さ
わ

（東）（北）

（南）（西）

右
市
川
か
ち

○

左  

七

平成 21 年 (2009)10 月　№ 44

　広報ちゅうおう　18

※
銘
は
現
状
で
は
風
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
今
回
紹
介 

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、『
豊
富
村

の
石
造
物
』
を
参
考
に
し
ま
し
た
。



進
め
!!　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

進
め
!!　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

玉
穂
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
玉
穂
南
小

学
校
・
三
村
小
学
校
の
児
童
15
名
の
団
員
で
現

在
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

団
主
催
の
交
歓
大
会
は
、
今
年
で
28
回
を
数

え
、
県
内
多
数
の
球
友
を
迎
え
、
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
週
４
回
の
練
習
を
基
本
と
し
、
年

間
約
20
の
各
市
・
町
主
催
の
交
歓
大
会
、
不
定

期
の
練
習
試
合
を
行
っ
て
お
り
、
４
・
７
・
９
月

に
は
関
東
・
全
国
に
出
場
で
き
る
県
予
選
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

団
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
野
球
を
通
じ
て
子
ど
も

の
健
全
な
育
成
を
行
う
こ
と
を
第
一
の
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
親
に
感

謝
し
、
き
ち
ん

と
し
た
挨
拶
が

で
き
、
仲
間
を

思
い
や
る
気
持

ち
を
持
ち
、
社

会
に
出
て
行
く

基
礎
を
築
く
こ

と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、団
員
ひ
と
り
一
人
、

甲
子
園
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

玉
穂
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
随
時
団

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

体
験
入
団
も
可
能
で
す
の
で
、
い
つ
で
も
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

練 

習 

日

　

毎
週
火
・
木

　
　

午
後
５
時
30
分
～
８
時

　

毎
週
土
・
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

練
習
場
所

  

玉
穂
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

➡
お
問
い
合
わ
せ

　

玉
穂
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　

監
督　

泉　

玄
洋

　
　
　
　

☎
０
９
０
ー
３
２
１
８―

５
５
０
２

玉
穂
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

YBS旗争奪春季大会では、６年生団員が
いない中、５年生以下全員で力を合わせ
て戦いました。
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異国文化の体験に出発
　～田富庁舎～

　この事業は、山梨大学の留学生と地域との交
流会で、お互いの国の文化を理解し合うため、大
学が主催して毎年行われています。
　タイ、中国、バングラデシュなど、アジア各国
の留学生が自国の料理を披露し、市の各種団体
のメンバーは、日本のそばや寿司、抹茶などを振
る舞いました。
　このほか盆踊り、餅つき、大正琴の演奏など楽
しい交流会となりました。 はじめての餅つき体験で

臼をたたきそう･･･

「いのち」について考えよう
　～玉穂生涯学習館～

　市内中学生のオーストラリア語学研修団（13名 
引率3名）と中国都江堰市への訪中団（10名 引率3
名）が、それぞれの目的地に向け出発しました。
　新型インフルエンザへの感染も懸念されるな
か、教育委員会や学校などで検討を重ねた末の出
発となりましたが、生徒たちは「日本では体験でき
ないことをたくさん学んできます。」と力強く話
し、バスに乗り込みました。

家族や関係者に見送られバ
スに乗り込みます

8/5（水）

　市内の学校、ＰＴＡ、教育委員会などが共催し、教育文化の向
上、子どもの福祉の増進のため「第4回中央市教育振興大会」が
開かれました。
　三村小児童、田富南小児童、玉穂南小PTA、教育委員会の発表
の後、鈴木中人さんの「いのちを大切にする心を育む」と題した
講演が行われ、今を生きていることの素晴らしさ、いのちの尊さ
をみんなで考えました。

出発式では多くの方々から激励を受けま
した

生きる意味と家族の絆を見つめ直す内容の講演に
参加者は静かに聞き入りました

食の文化交流  たべもの異文化交流会
～山梨大学玉穂国際交流会館～

8/20（木）

ボウリング教室と大会　
～ T.T BOWL ～

仲間同士でアドバイスしあったり、投
げ方を研究します

めざせ！パーフェクト！

8/25（火）

イラクの料理はおいしかったかな

　中央市体育指導委員協議会主催のボウリン
グ教室が行われました。最終回の8月26日、全
6教室の集大成となる「ボウリング大会」が開
かれ、２２名が３ゲームのトータルスコアを
競い合いました。
　２か月間の教室で、すっかり打ち解けた参
加者たちは、互いにアドバイスをするなどし
て交流を深めながら、夢のパーフェクトゲー
ムを目指して練習の成果を思う存分発揮し、
ボウリング大会を楽しんでいました。

8/26（水）

　広報ちゅうおう　20



9/5（土）

「ミーとん焼きそば 」発売
　

～道の駅 とよとみ～

　中央市商工会青年部が開発した、トマト
ミートソースのやきそば「青春のトマそば」の
レシピに基づいて作られた「ミーとん焼きそ
ば」が道の駅とよとみで発売されました。
　この焼きそばは、道の駅が販売している「道
の駅弁」の幕の内弁当、かつサンドに続く第３
弾で、豊富産のフジザクラポークや野菜をふ
んだんに使用し、美味しく仕上がっています。
　みなさんも一度召し上がってください。

　田富北小の3年生児童48人が道徳の授業で、古
くから地域に伝わる粘土節について勉強し、自分
たちの住むふるさとを見直しました。
　「粘土節保存会」から2名の方を講師に招き、粘
土節が歌われた当時の作業の様子や道具の説明な
どを受けると、児童たちからは「昔の人たちはすご
い」「もっと土手を大切にしたいと思う」と口々に
感想が聞かれました。

中央市総合防災訓練
　～市内全域～

会場全体に緊張感が漂います

道具を使ってどんな作業を
したかを知りました

9/6（日）

講師の話を聞き漏らさないよ
うメモをとります

　東海沖地震が発生したことを想定し、市内一斉の総
合防災訓練を実施しました。
　８月11日の駿河湾での地震による震度４の揺れを
体験し、市民の防災意識も高まり、各自治会の避難訓練
の参加者数は3,542人と、前年に比べ約17％も増えた
中、井之口１自治会の救急法や、大鳥居自治会川東自主
防災会による心肺蘇生法訓練など、自治会ごとに特色
ある訓練が行われました。

ふるさとを学ぶ
粘土節の勉強会　
～田富北小学校～

AEDを使った心肺蘇生法の訓練
～大鳥居川東自主防災会～

浅利与一義成公顕彰式典弓道大会
　～与一弓道場～

9/1（火）

新しく店頭に並んだ焼きそばに、思わず
手が伸びます

三角巾の使い方を学びます
～井之口１自治会～

　浅利与一公の墓所前で顕彰式典が行われた
後、「第７回浅利与一義成公顕彰弓道大会」が
開催されました。
　この弓道大会は、鎌倉時代の弓の名手浅利
与一義成公にちなんだ大会で、市内外99名の
弓道愛好者が相集い、浅利与一義成公の歴史
にふれながら、日頃の練習の成果を披露し、交
流を深めました。

シルクふれんどりぃ内のレスト
ランでも食べることができます

9/9（水）

式典では与一公を偲び、併せて弓道
大会の成功を祈願しました

№ 44　平成 21 年 (2009)10 月
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ちょっと気になる本

市立図書館からのお知らせ

「レファレンスサービス」
　調べものをするときに、何をどのように探せばいいのかわか
らないときには、図書館員に声をかけてください。
　今までにお尋ねいただいた例を紹介します。
質問　広島の原爆ドームについて知りたい。
答え　第２次世界大戦で広島市に投下された原子爆弾により破
壊された“広島県産業奨励館”の残骸。広島平和記念公園に歴史
の証人として、当時のままの姿で保存されてきた。
　大正４年に、チェコの建築家ヤン・レツルにより“物産陳列館”
として造られ、昭和８年に改称されて広島県内の物産の展示販
売などを行っていた。　建築面積 1,023㎡　高さ 25ｍ
資料　「絵で読む広島の原爆」「世界遺産ふしぎ探検大図鑑」
　　　「世界遺産ガイド日本編1･2」　など

◎２００９読書週間
　標語　「思わず夢中になりました」
　　　10月27日～ 11月9日
あなたもぜひ図書館へ足をお運びください。
すてきな本との出会いがあるかもしれません
よ。

　田んぼや畑のことを知ると、食べ物
のことがわかります。食べ物のことが
わかると、生きることや命についても
考えるようになります。
 農業に従事しながら創作活動を続け
る著者が、児童向け月刊誌「ちゃぐり
ん」に連載したものを書籍化しました。

「惣一じいちゃんの知っているかい？
　農業のこと」
山下 惣一　著　　家の光協会

　「人間とは何か？」ということにつ
いて、サル類の研究をしている著者
が、わかりやすく説明しています。
　どのように進化してきたのか、ど
ういう特徴があるのか知ることがで
きます。

「人間」（考える絵本3）
河合 雅雄　文　　あべ 弘士　絵
大月書店　住宅に関する様々な疑問に、インテ

リア専門誌の編集者や職人、建築家が
325問にていねいに答えます。
　工事・構造のこと、内装のこと、設備
のこと、建具のこと、家電・照明のこと、
外装・庭のことなど･･･。いい家に心地
よく住むための参考になります。

「住まいと暮らしの質問室」
「室内」編集部　著　　新潮社

　笑顔で過ごしている人は、脳をフルに
使っている。毎日のちょっとした生活習
慣、心がけ次第で、脳はおどろくほど鍛
えられる。
　脳に雑多な知識や生きる知恵、コツを
ためれば、脳全体が万遍なく働き出す。
　キリストからバクラ･オバマまで、偉大
な“脳”が歴史を生きる瞬間を活写する。

「偉人たちの脳」
茂木 健一郎　著　　毎日新聞社

児童

児童一般

一般「温暖化が進むと「農業」「食料」は
どうなるのか？　日本の農業の品質
と収穫量を守る対策」
杉浦 俊彦　著　評論社

　日本と世界の農業、食料はどうなっ
ているのか？温暖化によって農業の現
場、作物に何が起きているのか？将来
の食料はどうなるのかをとりまとめ、
私たちの農業・食料の現状とともに温
暖化の克服に向けた取り組みをわかり
やすく解説する。

一般

「ぼくはおじさん
　　～アイム・アン・アンクル」
山下 奈美　作　篠崎 三朗　絵
小峰書店

児童

　大志の家は武道具店を営んでいま
す。父や兄から剣道を習っている大
志ですが、歳の離れた兄とはなぜか
気が合いません。その兄に子どもが
生まれることになり、大志の心は揺
れ動きます。少年の心の成長を描い
た物語です。

●田富図書館をご利用の方は、田富庁舎駐車場を、
●豊富図書館をご利用の方は、豊富庁舎・中央公民館駐車場をご利用下さい。

平成 21 年 (2009)10 月　№ 44
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図書館 だより
●玉穂生涯学習館

☎ 230-7300
●田富図書館

☎ 274-3311
●豊富図書館（分館）

☎ 269-4011

田富図書館●●●

�トミーくんのおはなし･あそびタイム
　10月20日（火）　ＡＭ11:00 ～
　対　象　6か月から
えほん・わらべうたなど、おやこでたのしみましょう。

�キッズおはなしききタイム
　10月10日（土）　ＡＭ11:00 ～
　対　象　３歳～８歳
ワクワク、どきどき、絵本の読み聞かせと工作で楽しい
ひとときを！

★場所はどちらも幼児コーナーです★

玉穂生涯学習館●●● ●第11回がくしゅうかんまつりを開催します
　楽しい催しが盛りだくさん。みなさんのお越しをお待
ちしています。
ブックリサイクル　　10月31日（土）～ 11月8日（日）
(袋をご持参ください)　午前10時～午後4時
手づくり絵本の展示　10月31日（土）～ 11月3日（火）
　　　　　　　　　　午前10時～閉館
消しゴムはんこ教室　10月31日（土）
　　　　　　　　　　午前11時　午後2時 　2回実施  
科学工作　11月1日（日）
　　　　　午前10時～ 11時30分　午後1時30分～ 3時             
折り紙教室　11月3日（火）
　　　　　　午前10時～ 11時30分、午後1時30分～ 3時  
朗読の集い「夢舎」　11月7日（土）　午後7時30分～　　 
※詳細は玉穂生涯学習館まで
◎11月2日（月）は休館となります。

★ブックリサイクルの本募集
　家庭で不要になった本をリサイクルしませんか？

「がくしゅうかんまつり」期間中、ブックリサイクルで
無料配布する本を募集します。10月29日（木）までに
学習館へお持ちください。

（まんが、週刊誌、雑誌、有害図書等はご遠慮ください）

�ちいちゃいちいちゃいおはなし会
　10月7日（水）・21日（水）
　はいはい（6か月～）AM10:30 ～ 10:50
　よちよち（1歳位～）AM11:00 ～ 11:30
　対　象　幼児とその親
�おはなしでてこい
　10月3日（土）・18日（日）
　ひよこ（3歳以下）AM10:30 ～ 10:50
　ことり（4歳～）　  AM11:00 ～ 11:30
　対　象　幼児と小学生
たのしいおはなし会です。みんなできてね！

★場所は絵本コーナーです★

豊富図書館（分館）●●●
おはなしかい　モ　モ

10月24日（土）　ＡＭ10:30 ～
対　象　　おおむね３歳～ 5歳
てあそびやえほんをたのしみましょう。

●県内被爆者の原爆絵画展と原爆写真展
　今年は被爆64年になります。この４月、アメリカの
オバマ大統領のプラハでの演説以降、「核兵器のな
い世界」への動きは大きくなりつつあります。
　みんなで被爆の実相を見つめ、核兵器のない世界
をつくるため、県内約100名の広島・長崎での被爆者
が描いた絵を展示します。
　また、当時の写真も展示しますのでご覧ください。
日　時　10月10日（土）～ 10月16日（金）
場　所　田富図書館　ギャラリー

➡お問い合わせ　　原爆絵画・写真展実行委員会
　　　　　　　　　深沢　　☎２８２ー３８８５

●「フラワーサークル＊中央＊」華道展
　田富中央児童館母親クラブ華道部として20年以
上活動してきましたが、今年より、フラワ－サ－クル
として独立しました。日頃の活動をご覧ください。
日　時　10月23日（金）～ 10月25日（日）　
場　所　田富図書館　ギャラリー（入場無料）

●漫画家田中正仁さん（東花輪）のマンガ教室
　田中さんは「渋谷ホンキイトンク」「トムソーヤの
冒険」「マニアックス21」等の作者です。
　プロの漫画家に指導を受ける絶好のチャンスです。
日　時　10月4日（日）
時　間　午後1時30分～ 2時30分
場　所　田富図書館　視聴覚室
持ち物　色鉛筆、クレヨン、消しゴム、好きなキャラク  
　　　　ターの載っているマンガ雑誌
対象者　小学生以上　（参加費無料）
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この人
紹介

 ●今月の表紙

　

市
内
11
の
児
童
館
で
、
今
年
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
開

か
れ
て
い
る
「
お
や
こ
ふ
れ
あ
い
広
場
」。
手
遊
び
や
工

作
な
ど
を
、
た
く
さ
ん
の
親
子
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

写
真
は
９
月
17
日
、
玉
穂
中
央
児
童
館
で
開
か
れ
た

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
。
音
楽
が
始
ま
り
、
リ
ズ
ム
を
取
り

な
が
ら
母
親
の
ひ
ざ
で
踊
り
出
し
た
姉
妹
。

　

聞
く
と
一
家
は
、
こ
の
春
県
外
か
ら
中
央
市
に
転
入

し
て
き
た
そ
う
で
す
。「
私
は
、
こ
こ
で
友
達
が
で
き
て

楽
し
い
し
、
こ
の
子
た
ち
は
、
ほ
ど
よ
く
体
を
動
か
す

の
で
、
こ
の
後
よ
く
お
昼
寝
し
て
く
れ
ま
す
。」

　

良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
の
中
央
市
を
、
も
っ
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

中央市の人口と世帯
平成 21 年 9 月 1 日現在（　）は前月比

総人口　32,045 人（＋ 35 人）
住民基本台帳人口　 29,936 人 ( ＋ 37 人 )
　男   　14,926 人 ( ＋ 22 人 )
　女   　15,010 人 ( ＋ 15 人 )
世　帯　11,304 世帯 ( ＋ 32 世帯 )
外国人登録人口　   2,109 人 ( － 2 人 )
発行：山梨県中央市　
☎ 055-274-1111（代表）
FAX055-274-7130
URL www.city.chuo.yamanashi.jp

丹
たんざわ

沢 恒
つ ね こ

子さん (85)
（上成島自治会）

　

10
年
以
上
前
に
友
だ
ち
数
名
を
誘
い
、絵
手
紙

サ
ー
ク
ル『
土つ
く
し筆
の
会
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
当
時
、町
の
教
育
委
員
会
か
ら『
絵
手
紙
を

や
っ
て
み
た
ら
』と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

ん
で
す
。以
前
テ
レ
ビ
の
絵
手
紙
講
座
で『
下
手

で
も
か
ま
わ
な
い
』と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
、お
友
達
に
声
を
か
け
て
や
っ
て
み
よ
う

か
な
っ
て
気
持
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
。」

　

ど
こ
へ
行
く
の
に
も
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持

ち
歩
く
ほ
ど
絵
が
好
き
で
し
た
が
、当
初
は
み

ん
な
絵
手
紙
の
初
心
者
で
ど
ん
な
絵
を
描
い
た

ら
い
い
の
か
も
わ
か
ら
ず
困
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
最
初
の
集
ま
り
で
は
、み
ん
な
子
ど
も
や
孫

が
使
っ
て
い
た
筆
や
道
具
を
持
っ
て
集
ま
っ
た

ん
で
す
よ（
笑
）

　

油
絵
を
少
し
か
じ
っ
て
い
た
の
で
指
導
者
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、教
え
る
の
で
は
な
く
、

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
と
始
ま
り

ま
し
た
。」

　

絵
手
紙
の
魅
力
は
、小
さ
な
は
が
き
の
中
に

風
景
や
野
菜
、花
な
ど
を
通
し
、自
分
の
想
い
を

描
く
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。

　
「
生
活
の
中
で
、い
ろ
い
ろ
な
事
に
感
動
す
る

心
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
相
手
に
伝
え

る
短
い
言
葉
を
考
え
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　

10
年
以
上
続
け
て
い
る
と
、み
な
さ
ん
絵
に

個
性
が
出
て
き
て
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。」

　

転
出
な
ど
で
サ
ー
ク
ル
に
来
ら
れ
な
く
な
っ

た
方
も
い
ま
す
が
、新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た

方
た
ち
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
絵
手
紙
を
通
じ
て
、お
友
達
が
増
え
て
い
く

の
が
う
れ
し
い
ん
で
す
。み
な
さ
ん
興
味
が
あ
れ

ば
、絵
が
う
ま
い
と
か
下
手
と
か
関
係
な
く
声
を

か
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。」

　

笑
顔
で
集
ま
り
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
と

続
い
て
い
る『
土
筆
の
会
』。

　

丹
沢
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
で
、こ
れ
か
ら
も

友
達
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
み
ん
な
で
楽
し
く
仲
間
づ
く
り


